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施策主管課３　良質な農林産物の生産・普及の促進

農林業を支える多様な担い手が育ち，生産力や産地力の向上，良好な農村環境の形成など，総合
的に農林業の付加価値が高まっています。
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安全・安心で，市場価値の高い良質な農林産物が生産・普及され，地域でも多くの地場農林産物が消費されていま
す。
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・平成１９年度に策定した「地産地消推進計画」に基づき，地産地消の普及啓発や地場農産物の消費拡大に組織的に取組ん
だことにより，地産地消推進店が着実に増える(達成度９３％）など成果をあげている。ただ，推進店のうち，飲食店の数が増
加しているものの，農産物直売所の割合が低いことから，今後は農産物直売所への支援が必要となっている。
・環境負荷が少ない環境にやさしい農業への関心が高まる中，環境保全型農業に繋がる施設や設備の導入を支援してきた
ことにより，エコファーマーの認定数が中核市で５位となるなど成果を上げている。より魅力的な支援策を用意し，環境保全型
農業に取り組む農業者を育成し，エコファーマーの確保に取り組む。
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３　施策を構成する事業の状況

H20
イノシシやハクビシンによる農作物の被害が拡大傾向にあり，被害防止に対
する農家のニーズは高いため，事業を継続する。

H20
病害虫予防対策は，適切な発生抑制や未然防止対策を産地全体で取り組
み，病害虫の蔓延防止を図る必要があることから，引き続き，トマト，イチゴ等
の主要品目を中心とした新たな病害虫対策の検討していく。

H23
研究会において活発な議論を行うため，多くの企業や研究機関，生産者等が参加で
きる体制を整え，農業技術の高度化に向けた研究が効果的に進むよう，支援のあり
方を検討する。

家畜伝染病が広域にまん延することを防ぐことは重要であることから，県やＪ
Ａ等の関係機関と連携した防疫活動を継続する。

H15
要望調査等により生産者のニーズを把握し，効率化や省力化につながる施設・設備の導入に
対し引き続き支援を続けていくとともに，今後は自然エネルギー・再生可能エネルギー等を活用
した新技術の導入に対する支援も検討していく。
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○

家畜伝染病予防対策事業補助金

7 農業技術高度化事業

5 園芸作物生産施設等整備事業

6

4

米粉利用促進事業2

園芸作物病害虫予防対策事業

イノシシ防護柵導入事業補助金

宇都宮市地産地消推進会議委員

とちぎ食と農ふれあいフェア実行委
員会

対象者・物（誰・何に）

うつのみやアグリファンクラブ

宇都宮農業協同組合和牛改良専門
部会

市民等

農業生産者

事業が属する総合計画の構成事業名

H21

取組（何を）

事業に取組む農家へ助成金を交付

「米の製粉機」の管理運営及び米粉
の普及啓発

事業内容

事業開始から4年が経過し，当初の目的は達成したと思われることとあわせ平成26年度に「米の
製粉機」のリース契約期間が終了となることから，廃止を含めて事業内容の見直しを行う。

開始年度

H16
国の「経営所得安定対策」を普及啓発し，さらに市及び宇都宮農業協同組合の費用負担による
独自事業を講じることで，引き続き「農業の持続性の向上」や「食糧自給力の向上」を図るため，
事業を継続していく。

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

3

事業名

水田農業構造改革事業交付金1

№
戦略Ｐ・
主要事業

8 優良繁殖雌牛導入事業費補助金

・消費者と農業・農村との相互理解の促進

12 農産物ブランド推進事業補助金 ○

・科学的飼養管理技術の支援
・優良肥育素牛導入の支援

宇都宮食の街道推進協議会 ・知名度向上のためのＰＲ活動

・農業情報の発信等を通じて，地場
農産物の購入と農業・農村の理解
を促進

・知名度向上と販路拡大のためのＰ
Ｒ事業

9 宇都宮牛復興プロジェクト

・農商工連携による6次産業化の促進10 宇都宮「食の街道」づくり推進事業補助金

11 うつのみやアグリネットワーク推進事業補助金 うつのみやアグリネットワーク・農商工連携による6次産業化の促進

宇都宮牛の出現率を更に向上させるため，科学的飼養管理技術に支援する
とともに，宇都宮牛の更なる知名度向上とブランド力向上を図る新たな取組を
検討していく。

地産地消と都市ブランドの向上を図るため，観光や歴史・文化など様々な地
域資源を組み合わせた「食の街道」を活用した農商工連携の推進を図り，観
光事業ほか関連事業と連携したＰＲ活動を実施していく。

H20

H16
優良な和牛肥育素牛の生産体制を確立し，畜産農業の経営安定を図るた
め，引き続き，優良な血統の雌牛導入の支援を行う。

H21

ブランド農産物の知名度向上を図るため，市内及び首都圏におけるＰＲ活動を継続し
ていくとともに，消費者向けには食と観光を組み合わせた農業体験や地産地消推進
店を活用した販売促進キャンペーンのほか，首都圏のアンテナレストランで継続的な
フェアを実施する。

H19

H11

ネットワーク活動の活発化及びプロジェクト創出機能の充実・強化を図るた
め，交流会や研究会の開催により，会員間の連携促進，新規会員の確保に
努めるとともに，商工会議所や農協などの関係機関との連携を強化する。

H20
・地産地消の意識啓発
・うつのみや地産地消推進店の認
定

・パイプハウスをはじめ，園芸作物
の品質や生産力，集出荷の効率化
を図るための施設・機械等の導入
に対し，費用の一部を補助するもの

宇都宮市家畜防疫団体連絡協議
会，宇都宮市酪農組合

・各種家畜伝染病予防接種の支援
・脱臭剤等購入農家の支援

農業生産者，高度な製作・加工技術
を有する企業・大学・研究機関

・農業技術高度化研究会の運営

・優良繁殖雌牛導入の支援

宇都宮農業協同組合宇都宮牛肥育
部会

・農業と他産業の連携を促し，宇都
宮の農資源を活用した新商品や
サービスの創出を促進

消費者が地場農産物を手軽に入手できるよう，うつのみや地産地消推進店の
活用及びＰＲ強化，安全・安心な農産物供給のための生産履歴記帳や残留
農薬自主検査実施への誘導などを実施していく。

14 うつのみやアグリファンクラブ推進事業補助金 H19

地場農産物の購入や農への理解促進を図るため，ファンクラブ会員の食や農
に対するニーズの把握や，農業情報の更なる発信強化を進めるとともに，ネッ
トワークへの情報提供やプロジェクトにより創出された商品・サービス情報を
会員へ提供する。

・地場農産物の利用拡大 宇都宮市地産地消推進会議13 地産地消推進事業交付金

・イノシシやハクビシン等の農地へ
の侵入防止のための防護対策の支
援

・炭疽病発生防止のため潅水
チューブ導入費用の一部を補助

16 とちぎ”食と農”ふれあいフェア負担金 ・消費者と農業・農村との相互理解の促進

15 地産地消推進会議 ○ ・消費者と農業・農村との相互理解の促進

うつのみや農産物ブランド推進協議
会

・新たな生産技術の導入促進

・新たな生産技術の導入促進

宇都宮市内の農業者

農業生産者

・高品質な米・麦・大豆の生産振興

・高品質な米・麦・大豆の生産振興

・園芸畜産物の生産振興

・園芸畜産物の生産振興

・マーケティング力の向上

・園芸畜産物の生産振興

・園芸畜産物の生産振興

・新たな生産技術の導入促進

農業生産者，宇都宮農業協同組
合，農業生産法人，農事組合法人，
その他園芸作物の生産団体

H19
よりニーズに合った効果的・効率的な支援を行うため，平成25年度から「園芸
作物生産施設等整備事業」に事業統合する。

17 地産地消推進事業補助金 ○ ・安全，安心な農産物等の供給促進
・園芸用パイプハウス設置費用を補
助するもの

・学校給食へ地場農産物を出荷する
生産者団体

・「宇都宮市地産地消推進計画」に
基づく事業の進行管理

・とちぎ食と農ふれあいフェア実行
委員会が主催するイベントへの出
展

「食育」，「地産地消」，「食の街道」の取組を広く市民にPRするため，宇都宮市
が農産物直売所や加工販売を行う事業者を募り出展を継続する。

食の安全性や農を取り巻く環境の変化に対応するため，現行の推進計画の
改定をする。

H19

H20



４　今後の施策の取組方針

〈施策全般〉
◆本市農産物の需要拡大と振興を図るために，安全・安心で市場価値の高い良質な農林産物の生産や，地産池消の推進は重要である
ため，類似事業の統合など事業の見直しを図りつつ継続して事業を実施する。

今後の方向性

課題

〈主要事業〉
◆農業技術高度化事業：農業の生産性や品質向上を図るため，高度化事業における支援のあり方を検討し，推進していく。
◆農産物ブランド推進事業補助金：市内及び首都圏におけるＰＲ活動を継続するとともに，首都圏のアンテナレストランで継続的なフェアを
実施する等，ブランド農産物の知名度向上を図る。
◆地産地消推進会議：食の安全性や農を取り巻く環境の変化に対応するため，平成25年度中に地産池消推進の指針となる現行の推進
計画の改定を行い，地産池消のさらなる推進を図る。
◆地産地消推進事業補助金：平成25年度からよりニーズに合った効果的・効率的な支援を行うため，類似する事業である「園芸作物生産
施設等整備事業」に事業統合する。

〈その他個別事業〉
◆米粉利用促進事業については，当初の目的は達成できたと思われるため，見直しを行う。

◆地産池消の推進について，市内で生産される農産物の旬や取扱店舗に関する情報が少ないため，地場農産物に対する市
民の関心や購買意欲が低い。

◆安心安全な農産物を安定的に供給できる生産・出荷体制等を構築する必要がある。

◆ブランド農産物の生産・出荷のため，さらなる技術の向上により高品質化を図るとともに，出荷の際の選別の精度向上を図
る必要がある。

◆農産物のブランド化推進について，効果的な情報発信やキャンペーン等を継続的に行い，ブランド力の向上に努める必要
がある。

方向性


